






































 第一節 本研究の背景と目的 
 第二節 本研究の特質と意義 
 第三節 本研究の方法 
 
第一章 世界の地理教育改革と ESD 
 第一節 世界の地理教育の系譜とターニングポイント 
  第一項 20 世紀中頃から 20 世紀末までの地理教育 
  第二項 20 世紀末から 21 世紀初頭の地理教育 
 第二節 地理教育のターニングポイントとしての ESD 
  第一項 地理教育におけるターニングポイントの特徴 
  第二項 地理教育とユネスコとの関わり 
 第三節 諸外国における ESD の展開・特徴と地理教育 
  第一項 北米地域 
  第二項 ヨーロッパ地域 
  第三項 アジア地域 
 
第二章 国際地理学連合・地理教育委員会による地理教育振興策と ESD 
 第一節 国際地理学連合・地理教育委員会の活動方針 




2 地理教育国際憲章に内在する ESD の観点 
第三項 持続可能な開発のための地理教育に関するルツェルン宣言 
1 顕在化した ESD の観点によるカリキュラム編成の変化 
2 ESD 実践のための地理的能力 






第三章 連邦レベルにおけるドイツ地理教育の系譜と ESD の取り組み 
 第一節 ドイツ地理教育におけるレールプランの変遷と ESD 
第一項 レールプランを取り巻く環境 
第二項 地理レールプランの変遷と特徴 
  第三項 PISA ショック以降のカリキュラム概念変革とコンピテンシー 
  第四項 持続可能な開発に関する国際動向とドイツ地理教育の対応 
 第二節 ESD における教育学と地理学の役割 
  第一項 一般教育学からのアプローチ 
  1 ドイツ社会・政策における持続可能な開発の起源と受容 
  2 ドイツにおける持続可能な開発と教育 
  3 ドイツにおける ESD 展開の特徴 
  第二項 専門科学としての地理学からのアプローチ 
  1 地理教育において地理学が果たす役割 
  2 橋渡し機能と人間－環境関係 
  3 空間に対する多様な見方・考え方 
  4 持続可能な開発に対する地理学からのアプローチとその意義 
 第三節 ドイツ地理教育スタンダードの導入と ESD 
  第一項 ドイツ地理教育スタンダードの特徴 
  1 一貫した地理授業の目標 
  2 システムとしての空間 
  第二項 持続可能な社会を目指すドイツ地理教育スタンダード 
 
第四章 州レベルの地理教育における ESD 実践の特徴 
 第一節 州レベルにおける地理教育の概要 
  第一項 各州における地理の位置付け 
  第二項 地理教科書における内容構成 
  第三項 地理学習における共通目標 
 第二節 バーデン＝ヴュルテンベルク州における地理学習と ESD 
  第一項 統合教科「地理-経済-共同社会」の概要 
  第二項 地理分野における目標 
  第三項 地理分野における学習内容・コンピテンシー 
 第三節 BW 州地理教科書『TERRA』にみる地理学習・ESD の特徴 
  第一項 BW 州『TERRA』の全体構成と持続可能な開発の学習 
    第二項 単元「持続可能な都市開発」における ESD の学習 
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終章 地理教育改革において ESD が果たす役割と展望 
  第一節 地理教育改革において ESD が果たす役割と ESD の視点の導入による地理教育
の変化 














続可能な開発のための教育の 10 年」関係省庁連絡会，2006，p.6)。ESD は，2002 年の持
続可能な開発に関する世界首脳会議(ヨハネスブルク・サミット)において日本政府によって
提案され，主導機関である国連教育科学文化機関(UNESCO)は，2005 年から 2014 年まで
の 10 年間を「国連持続可能な開発のための教育の 10 年(UN Decade of Education for 
Sustainable Development，UNDESD)」として定め，ESD の推進に努めた。 
持続可能な開発の達成，持続可能な社会の形成のために，「国連持続可能な開発のための























 ドイツは「ヨーロッパにおいて ESD の推進が先行している国のひとつ」(卜部，2011)で
あり，ドイツの基本法(憲法)のなかには「持続可能性」の概念が組み込まれている。トラン






ングポイントとしての ESD を位置づけ，いくつかの地域の地理教育を取り上げて ESD が
与えた影響について考察した。第二章では，IGU-CGE の諸宣言の分析から，地理教育にお

































第二章 国際地理学連合・地理教育委員会による地理教育振興策と ESD 
第二章では，国際地理学連合・地理教育委員会(IGU-CGE)の地理教育振興策に焦点を当
て，国際的なレベルにおける ESD に対する地理教育の取り組みの指針と，IGU-CGE の活
動に対して積極的な反応を示すドイツ地理教育との関係について明らかにすることを目的
とした。 
IGU-CGE では 4 年ごとに開催される国際学会本大会や 2 年ごとの地域大会の時に，地
理教育振興策の一つである諸宣言を公表することで，地理教育の取り組みや実践の指針を






































ンダード』の特徴と ESD とのつながりについて検討した。 
ドイツの地理レールプランは，学校教科としての地理科が成立して以来，地理レールプラ
ンは様々な変遷をたどってきたが，ESD の視点は 1990 年代における持続可能な開発に関
する議論の時から，社会的要請や国際的な地理教育の動向の影響を受け，地理レールプラン
中に盛り込まれた。持続可能な開発を含めた ESD に関する議論は，地理レールに影響を与
える一般教育学と地理学からもなされていた。一般教育学の領域では，1990 年代に ESD が














第四章 州レベルの地理教育における ESD 実践の特徴 






州とする)に焦点を当て，『教育スタンダード』，BW 州地理教科書『TERRA GWG Geographie-
Wirtschaft Gymnasium Baden-Württemberg』(以下，BW 州『TERRA』とする)を分析した。 













終章  地理教育改革において ESD が果たす役割と展望 
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